





























Combined fuel utilization in the procurement of internal and external fuels 
in depopulated area: Revival of firewood fuel in a fishing village in Shimokita 
Peninsula, Aomori Prefecture



































































































































































野沢で観測された 1981年～ 2010年までの気象データによると、7月～ 9月の最高気温が 22～
23度、最低気温は 14～ 18度であり、1～ 2月の最高気温は 1～ 2度、最低気温は氷点下 1～ 3
度であった［気象庁 2018］。積雪量は 1月～ 3月は 50～ 70センチメートルであった［気象庁 
2018］。海岸に面した A集落の近辺の積雪量はこれよりも少ない。
A集落の人口は 47世帯、109人（男性 66人、女性 43人）である（2015年）［総務省 2017］。職業は、




























































調査期間は次の通りである。2016年 8月 18日～ 19日に予備訪問を行い、2016年 11月 18日


























使う高齢者男性の単身世帯における 2017年 1月～ 10月の灯油の給油量と購入金額の変化を示し
た（注 7）。表では、5月～ 9月と 10月～ 4月の時期で変化が見られ、季節によって消費量が激変
する様子が見て取れる。A集落住民の灯油の購入先は、ガソリンスタンド（1）と（2）による配達販
























 1月  7日 210 15,120
 2月  4日 240 17,280
 3月 18日 230 16,100
 4月 29日 260 18,200
 5月 ― 0 0
 6月 ― 0 0
 7月  8日 240 15,360
 8月 ― 0 0
 9月 ― 0 0
10月 14日 200 14,400
計 96,460






















































































































































































建物の種類 利用場所 利用する暖房器具の種類 世帯数 計
家屋2）



















単位は「棚」と呼ばれ、1棚は長さ約 91 cm×高さ約 182 cm×幅約 182 cmの大きさである（注
14）。1棚の価格は、近隣の林業会社では約 27,000円であった（2017年 10月）。購入量はストーブ
の台数による。例えば自宅、作業小屋 3軒、叔父の自宅で使う計 5台分の薪を準備する男性は、
「1年分の量として、毎年 2月か 3月に 5棚から 7棚購入する」。つまり、薪ストーブ 1台は、年



























































































































間は 10分程であった。給油量は 570リットル、代金は 39,600円であった。注文者の女性は代金
を現金で支払った。L氏によると、A集落で灯油タンクを 2つ持つ顧客は 2軒あり、その 1軒で
あるこの注文者宅には、「2ヶ月から 3ヶ月ぶりに給油に来た」という。
L氏はまた車に乗りこみ、先程と同様、道路両脇の家屋の灯油タンクの残量計を見ながら進ん
だ。ある 1軒（②）の残量が 200リットルより少ないことに気づいた L氏は車を停め、「ごめんく
ださーい！油大丈夫ですか！」と大声で呼びかけた。すると 60歳代後半の男性が出てきて「入れ
てく」と答えたため、L氏は、先程と同じように給油した。L氏がポリタンクについて訊ねると、
男性は空のポリタンクを 1つ持ってきたので給油した。給油量は 247リットル、代金は 17,200円







 9：25 1軒目の注文者宅に到着 川内
 9：30 1軒目を出発 川内
 9：50 2軒目の注文者宅に到着 湯野川












という。ガソリンスタンド（2）に戻ったのは午前 11時 40分頃であった。配達時間は約 2時間 30
分であった。L氏によると、通常はもっと時間がかかるという。





































































































































 （1） 内部燃料と外部燃料という概念は筆者らによる造語である。この概念は、内堀［2007: 29］および渡辺ほか［2011: 
6］を参考に、筆者らが独自に定義したものである。







抽出する分析である。ここで使われた SS過疎地の定義は、「最寄り SSまでの道路距離が 15キロメートル以






 （4） 実は、筆者らの住む秋田県内で SS過疎地と位置づけられる複数の集落についても、2016年 8月 8日に訪問
して調査の実施を検討したのだが、どれも人口規模が小さかったため調査対象としなかった。
 （5） この重油とは正確には A重油を指すが、住民の慣用に従って「重油」と表記する。A重油は炭素の含有率の高
い軽油に近いものであり、船舶燃料として広く使われてきた。













 （9） このような 200リットルのドラム缶を用いたガソリンの販売は、筆者らが現地調査を終えた後、ガソリンス
タンド（1）と（2）のいずれによっても行われなくなった。したがって、本稿の記述は調査時現在の状況である。
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